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出産費用の保険適用、岸田首相「慎重に考えなければいけな

い」
村 井 隼 人 2 0 2 2 年 6 月 3 日  2 1 時 3 0 分

　出産費用を 公的医療保険 の適用対象とすることに

ついて、 岸田文雄 首相は3日の参院 予算委員会

で、「慎重に考えなければいけない」と述べた。これま

で通り、原則として自由診療の枠組みで対応すべきだ

との考えを明らかにした。

増える出産費用、都内は平均5 3万円　一時

金上げても、いたちごっこ

　出産費用は現在、通常分娩（ぶんべん）の場合は

公的保険 の対象外とされ、自己負担となっている。

負担を軽減するため、 健康保険 などから子ども1人

につき原則42万円の「出産育児一時金」を支給してい

るが、都市部を中心に出産費用が高騰。民間団体な

どは、妊婦側が一時金で賄えない数十万円を負担する例もあると指摘し、公的保険の適用対象とする

べきだとの意見も出ている。

　岸田氏は答弁で、出産費用の保険適用に関して、以前から「議論があった」とした上で、「東京での出

産と地方での出産の費用は随分違う」とし、一律の公的保険の適用には否定的な考えだとした。

　一方、出産費用は「透明性を高めることが大事だ」と強調し、「費用の明細を明らかにし、（希望の出産

を）選んでもらう。（出産育児一時金と透明化の）合わせ技こそが現実的だ」と述べた。出産育児一時金

は「引き上げる方向で議論したい」と改めて増額する意向を示した。（村井隼人）

朝 日 新 聞 デ ジ タル に掲 載 の 記 事 ・ 写 真 の 無 断 転 載 を禁 じま す 。 す べ て の 内 容 は 日 本 の 著 作 権 法 並 び に国 際 条 約 により

保 護 され て いま す 。
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